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神奈川県におけるタイワンリスの分布拡大の現状と拡大防止対策について

田村典子・宮本麻子

Noriko Tamura and Asako Miyamoto: 
Countermeasures against Expansion of the Alien Formosan Squirrel in Kanagawa 

１ はじめに

外来種タイワンリスが神奈川県南東部で分布を拡大してい

る （園田 ・ 田村 , 2003）。 本種の生息密度は鎌倉市で５～

６頭／ ha と高いことが知られている （Tamura et al., 1989）。

そのため， スギ ・ ヒノキ造林地における樹皮剥離， シイタ

ケのほだ木囓り， 柑橘類などの果実への食害が問題となっ

ている （小野 , 2001; 佐々木 , 2003）。 住宅地では戸袋に

穴を開けられたり， 電話線が囓られるという被害も出ている

（小野 , 2001）。 また， これまであまり考慮されてこなかった

が， エサの種子や果実を巡る在来鳥類との競合や， 昆虫

類や鳥卵の捕食という直接的な加害（東 , 1998; 清水・中村 , 

2003） など， 在来生態系への影響も危惧される。

著者らは環境省地球環境研究プロジェクト 「侵入生物によ

る生物多様性影響機構に関する研究」 の中で， 神奈川県

におけるタイワンリスについて， 生態学的研究を通して個体

数管理対策の指針を探ることを目的とした研究を行った。 ま

ず， これまでの分布拡大の経過を解析し， ランドスケープ

レベルで今後の分布拡大の可能性を予測した。 また現在，

神奈川県のタイワンリスがどのような環境を選択的に利用して

いるのかを明らかにした。 本稿では， 以上の調査結果を統

合して， 個体数増加を抑えるためにどのような管理が可能で

あるのかを検討し， 神奈川県でタイワンリスの個体数増加を

効果的に抑制するための一つの方向をまとめた。 今後のタ

イワンリス対策の参考資料となることを期待したい。

２　分布拡大と個体数増加

神奈川県でタイワンリスが散見され始めたのは 1950 年代だ

と言われている （木下 , 1989）。 この頃， 片瀬江ノ島付近

や長谷で目撃したという報告がある。 その後， 神奈川県立

自然保護センター （自然環境保全センター） によるアンケー

ト調査が 1984 年， 1989 年， 1994 年と行われた （古内ほか , 

1990; 紙谷 ・ 野口 , 1995; 塩沢ほか , 1985）。 また， Shoji 

& Obara (1981) 及び園田 ・ 田村 （2003） は 1979 年と 2002

年にそれぞれ現地踏査を行っている。 こうしたデータによっ

て分布区域の拡大経過（移入からの年数と分布面積の関係）

を概観してみると， 図１の点 （●） で示される増加傾向が認

められた。 このパターンの理論的な裏付けとして， 個体数

増加率を当てはめてみることにした。

 何の制限もない場合， 個体数は指数関数的に増殖すると

考えられる。 つまり，

式１　Nt=N0 ・ ert

　　　　　Nt: 時間 t における個体数

　　　　　N0: 初期の個体数

　　　　　r: 内的自然増加率

　　　　　t: 経過時間 （移入からの年数）

タイワンリスのメスは図２のように排他的に行動圏を構えるた

め （Tamura et al., 1988）， メスの個体数 （性比は１ ： １と仮

定し， 総個体数の１／２とする） に平均行動圏面積を乗じた

面積が分布域に近似すると考えられる。 つまり，

式２　A=1/2Nt ・ S

　　　　A: 分布域 (km2)

　　　　S: メスの平均行動圏面積 (km2)

式１と２より

式３　lnA=ln (1/2N0 ・ S) + rt

著者らは 1982 年から 1988 年にかけて， 鎌倉市の山林

において個体識別による個体群動態の調査を継続した （田

図 1. 神奈川県におけるタイワンリスの分布域拡大の経過 .
実際の分布域調査の結果を点で示し，指数関数的な個体数増加
から予測される分布域拡大を実線で示した . 神奈川県におけ
るタイワンリスの移入年は不明であるが , 目撃情報が出始めた
1950 年を最初として計算した .

図 2. メスの行動圏分布（シェマ）.
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村 , 2004）。 その結果， 当時この調査地では内的自然増加

率 r （瞬間増殖率） はメスの個体群動態から 0.089 という値

であることが推定された。 これは， オス ： メスの比率は１ ： １

であると仮定し， タイワンリスのメスは生後約１年で繁殖を開

始し， 毎年平均 1.2 回， １回に平均 1.3 頭の子が巣立つこ

と， ０～１歳， １～２歳， 2 ～ 3 歳， 3 ～ 4 歳， 4 ～ 5 歳の

メスの年間生残率はそれぞれ 0.70， 0.49， 0.28， 0.02， 0

であるという実測値を用いて算出した値である。 実際に上記

の式３に r=0.089 という値を代入したところ， 図１の実線のよ

うになり， 実際の分布域拡大の経過 （図１の●） と似たよう

な傾向を示す事が明らかになった。 つまり， これまでの神

奈川県での分布拡大は個体数の指数関数的な増加と平行

して進んできたことになる。 もし， 今後もこの状況が続くなら

ば， ますます個体数の増加速度は大きくなり， 分布域拡大

の勢いは大きくなる方向へ進むことが予測される。 2002 年

現在の分布域 140 ｋｍ２のうち， 森林面積約 45％ （鎌倉市 , 

1996） がリスの生息できる区域とした場合， メスの平均行動

圏面積約 0.72ha で割ると， 9000 頭のメスが生息しているこ

とになる （田村 , 2004）。 現状以上に個体数を増加させな

い為には， 内的自然増加率がゼロになるように個体数を管

理する必要がある。 そのためには少なくても毎年 1600 頭程

度 ( メスの個体数×２倍×内的自然増加率 ： 9000 × 2 ×

0.089=1602) 捕獲する必要がある。 ただ，捕獲することによっ

て， 局所的に繁殖力が増加したり， 移動分散が促進される

可能性もあるため， 理屈通りに減少しないことも予想される。

つまり， こうした数値は現状ではおおまかな目安と考えてお

きたい。 また， 神奈川県の植生環境や土地利用状況は地

域によって異なるので， 一様な増加率や生息数を示してい

るわけではない。 以下の項で，もう少し細かな解析を試みる。

３　選好する環境

様々な植生環境で構成される横浜市自然観察の森にお

いて， タイワンリスに無線発信機を取り付け， どのような植

生タイプを好んで利用するのかを調査した （大久保ほか , 

2005）。 その結果， どの個体もシイ ・ カシなど常緑広葉樹

が混在する林をもっとも選択的に利用していたが， そうした

環境が少ない場所に行動圏を持っている個体はスギ ・ ヒノ

キの造林地あるいは樹高５ｍ以下の低木林も好んで利用し

ていた。 落葉広葉樹林を好んで利用する個体は見られず，

草地や裸地などは忌避されていた。 さらに植生構造を細か

く解析したところ， 上層木あるいは上層に常緑木の本数が

多い区画を頻繁に利用する傾向が見られるとともに， 上層 ・

中層 ・ 下層含めた樹種数が多い区画ほど良く利用していた

（大久保ほか , 2005）。 結局， 植生構造の点からみても，

樹種数が多く常緑高木が多い常緑広葉樹の混合林が好ま

れる結果となり，植生タイプの選好と一致した。 しかし，スギ・

ヒノキ造林地や公園緑地でも下刈りをしなければ， 下層や中

層が繁茂し樹種数が増えることもあるし， 間伐されない状況

では植栽密度が高くなるため， タイワンリスの格好の生息場

所となりうることも示唆された。

次に， もう少し大きなレベルで生息環境の選択性につい

て調査した。 2001 年から 2002 年にかけて， 大船周辺の住

宅地内に点在する孤立緑地 100 箇所を対象に， タイワンリ

スが生息しているかどうか踏査したところ， 42 箇所で生息が

図 3. タイワンリスの潜在的な生息地 .林分面積，常緑樹の占める割合 , 周囲が田畑で占める割
合の３要因を組み込んだロジステイックモデルによって推定した潜在的な生息地 . 現在，生息が
確認されている林分は黒色 , まだ生息が確認されていない林分は白色で示した .
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確認され， 残り 58 箇所では確認されなかった （田村ほか , 

2004）。 林分の環境と生息の有無との関係をロジステイック

回帰分析によって解析したところ， 最も影響が強かった環境

要因は林分面積であった。 つまり， 大きな林分ほど生息す

る確率が高いということである。 次に周囲が住宅や道路では

なくて田畑で囲まれている状態であることも生息確率を上げ

た。 また， 林分内に常緑広葉樹が占める割合が高いことも

プラスの効果を持った。 以上の３要因を組み合わせたモデ

ルによってタイワンリスの生息確率をもっともよく予測できた。

そこで， この３変数を用いたモデルによって神奈川県全域の

タイワンリスの潜在的な生息地を抽出した （図３）。

図３より， 神奈川県にはタイワンリスにとって好適な環境が

全域に広がっていて， 現在生息していないが， 在来のニホ

ンリスが生息する西側の丹沢や箱根区域はタイワンリスにと

り， 大きな好適ハビタットとなりうることが示された。

４　対策の方向性

現在， 神奈川県に広く分布しているタイワンリスを１頭残ら

ず根絶することは， かなり困難である。 しかし， 少なくとも，

これ以上の分布拡大は食い止める必要がある。 特に， ニホ

ンリスはじめ在来生物種の生息地として重要な， 西側の丹

沢山塊や箱根区域に外来種が侵入すれば， 生態系への影

響は計り知れない。 こうした状況を極力防ぐことに， 勢力を

投じるべきである。 そのために， 第一にタイワンリスの目撃

情報を収集するシステムを構築しなくてはならない。 特に相

模川以西での情報にはアンテナをしっかりと張り巡らす必要

がある。

現在の分布域では個体数増加を抑えるために捕獲を行わ

なければならない。 残念ながら， 神奈川県のタイワンリスに

は明確な繁殖季節性が無いため （Tamura et al., 1989），

効果的な捕獲時期を限定することは難しい。 しかし， 東京

都伊豆大島では 8 月から 10 月に妊娠個体が最も多く， ３～

４月にも小さなピークが見られた （Tamura, 1999）。 鎌倉市

でも離乳日から逆算すると同様の傾向が認められたので， こ

の時期またはこれに先だって （つまり６～ 10 月頃と１～ 4 月

頃に）， 捕獲を強化することが望ましい。

優先的に捕獲すべき区域を抽出するならば， 比較的大き

な林分が集まっている区域， 西側山塊へ侵入するステップと

なりそうな相模湾沿いの帯状緑地， 相模川沿いの丘陵林な

どが選ばれる （図３）。 こうした大きな緑地が個体群のソース

（供給源） となっており， 周囲の小さな緑地への分散の根源

となっていると考えられるからである。

できるだけ少ない犠牲で個体数を抑制するために， 個体

数の増加 （繁殖率） を抑えるための対策も考えていく必要

がある。 当然， 餌付けやゴミ集積所でのエサ採りを無くすこ

とが増殖率の低下にとって重要である。 その上で， さらにタ

イワンリスの好む環境を減らしていく方向も検討しなくてはな

らない。 前項で， タイワンリスはシイ ・ カシ類など常緑広葉

樹を好むことが示されたが， こうした潜在植生はそこに生息

する多くの在来生物のためにむしろ保全されるべき環境であ

る。 したがってタイワンリスを減らすためにこうした植生を減ら

すことはできない。 しかし一方， 下草が繁茂し， 間伐され

ていない高密度のスギ ・ ヒノキ造林地や公園緑地は， 管理

の手を入れていくことが可能であろう。 市街地やその周囲に

残された， 雑然とした林内はタイワンリス増加の温床となって

いるからである。 タイワンリスの原産地である台湾でも， 特

に林業への被害が古くから問題となっているが， 植栽密度

を疎にすること， 下刈りを徹底し， ツルや多種の灌木が混

入しないように管理すること， 人が常に見回っていることなど

が最も効果的な防除法であるとされている （Kuo, 1985）。 こ

うした対症療法も， 樹種数が多く常緑高木が多い環境を好

むタイワンリスの環境選択性から見ると合理的であることが明

らかになった。

植生環境を変更することによって， どれほどタイワンリスの

生息確率が下がるかを前項のモデルを用いて試算した （宮

本 ・ 田村 , 2004）。 その結果， 面積の大きい林分では林

分内の常緑広葉樹の割合を減少させることによる生息確率

の減少は顕著に見られなかったが， 小面積林分 ( とくに５ha

以下の林分 ) で， かつ周囲が宅地や道路などに囲まれて

いる環境では， より効果が大きいことが示された。 従って，

市街地に点在する小さな緑地において， 下刈りを行ったり，

間伐を行うなどの植生管理が推奨される。 こうした小緑地は

個体群のソースというよりは， 分布拡大のステッピングストー

ンとなる可能性がある。 ここにはつねにたくさんのタイワンリ

スが生息しているわけではないので， 捕獲作業は効率が悪

いが， 一方， 植生管理をすることによってタイワンリスの分

布拡大を抑制する効果が期待される。

最後に， 捕獲や植生管理などの対策を講じた場合， タイ

ワンリスの個体数がどの程度減少したのかをモニタリングし，

今後に生かしていくことが必要である。 外来種の駆除の現

場では一般に， ある捕獲面積の中で， 一日または単位時

間当たりの捕獲数を縦軸にとり， 累積捕獲数を横軸にとっ

て， 捕獲データを用いた個体数の減少過程を推定する方法

が取られている （図４）。 短期間を対象とした場合， 捕獲開

始時には単位時間当たり捕獲数は多いが， 同じところで捕

獲を続けていけば次第に捕獲数は減少し， 右下がりのグラ

フが書ける。 そして， 捕獲数ゼロとなった時の累積捕獲数

がそこに居た生息数であると推定される。 こうしたデータを積

み重ねることで， ある面積の中でどれだけの捕獲努力をす

れば， どれだけの効果が得られるのかという基準を得ること

ができ， 今後の対策の目安とすることができる。 一方， 植

生管理を行った場合の効果は， 捕獲によってモニタリングす

ることができない。 こうした場合， センサス法， つまり直接

観察によって相対的な個体数を知る方法が適している。 タイ

ワンリスは日の出直後１～２時間に活動ピークがあるが， そ

れ以外の大半は樹上で休憩することが知られている （Tamura 

図 4. 累積捕獲数と単位時間当たりの捕獲数の関係（仮想）.
このデータの場合 ,  直線回帰式は Y=-0.37X + 28.3 (R2=0.95, 
P<0.01). Ｙ＝０となるときのＸ＝ 76.5 頭という値が , 除去法
によって推定される全個体数である .
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& Miyashita, 1984）。 日中も活動したり， 日の入り直前に活

動ピークがあったりすることもあるが， これは季節によって異

なるため， 早朝１～２時間がセンサスに適している。 雨天や

強風の日は目撃個体数が減少するので避け， 35 分 / 1km

程度のゆっくりとした速度で静かに歩く。 こうして， 同一人

物が同じルートを同じ方法でセンサスしたところ， 月によって

結果が異なり， 冬季と夏季は暴露率が低いことが明らかに

なった （山本 ・ 田村 , 2002）。 したがって， センサスによっ

て植生管理前後の個体数変化を調査する場合， 比較的発

見率が高い春や秋に季節を統一して行うことが望ましい。

５　まとめ

神奈川県において， タイワンリスは指数関数的な個体数の

増加を示している。 神奈川県の植生及び土地利用状況から

推定すると， かれらにとって好適な生息地が全域に広がっ

ているため， 今後も分布拡大が予想される。 タイワンリスの

増加の源となっている大きな林分では集中的な捕獲が必要

である。 分布拡大の足場となる小さな緑地では， その用途

に応じて植生管理を進めることが効果的である。 特に， 下

草刈りや間伐を行って， 林内の樹種数を減らしたり， 常緑

高木の密度を減らすことがタイワンリスの生息場所を減らす

上で重要である。 また， 以上のような対策の効果をモニタリ

ングし， より有効な個体数管理手法を構築していくことが今

後の課題である。
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